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02
-2

_都
市

・旧
カリ

⽤
履

修
の

流
れ

図
 

   

  [[
都都
市市

ププ
ララ
ンン

ニニ
ンン

ググ
系系
のの

専専
門門

科科
目目
、、

学学
部部

科科
目目
のの

流流
れれ

]]
  
  

◎
：
必

修
科
目

（
卒

業
要

件
を
満

た
す
た
め

に
は

３
つ

の
系
の

全
て
の
必

修
科

目
を

修
得
す

る
こ
と
が

必
要

で
す

）
 

  

 
１
年
 

２
年
 

３
年
 

４
年
 

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 

都
 

市
 

プ
 

ラ
 

ン
 

ニ
 

ン
 

グ
 

系
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  [[
環環
境境

シシ
スス
テテ

ムム
系系

のの
専専
門門

科科
目目

のの
流流
れれ

]]
  

  
◎
：

必
修

科
目

（
卒
業

要
件
を
満

た
す

た
め

に
は
３

つ
の
系
の

全
て

の
必

修
科
目

を
修
得
す

る
こ

と
が

必
要
で

す
）

 

  

 
１
年
 

２
年
 

３
年
 

４
年
 

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 
前

期
前

半
 

前
期

後
半

 
後

期
前

半
 

後
期

後
半

 

環
 

境
 

シ
 

ス
 

テ
 

ム
 

系
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

流
域
水
文
学
 

◎
地
盤
力
学
及
演
習
 

地
盤
と
環
境
２
 

水
資
源
工
学
 

環
境
法
規
 

◎
河
川
環
境
工
学
 

◎
水
理
学
１
及
演
習
 

水
理
学
２
 

◎
工
学
実
験
２
 

◎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 

海
洋
環
境
工
学
 

水
圏
環
境
学
 

水
文
気
象
学
 

◎
地
盤
と
環
境
１
 

環
境
 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

◎
卒
業
研
究
２
 

上
下
水
道
 

シ
ス
テ
ム
 

◎
卒
業
研
究
１
 

   

◎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 

 

建
築
設
計
基
礎
 

街
づ
く
り
 

◎
測
量
実
習
 

◎
測
量
学
 

建
築
法
規
 

タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
 

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
１
 

◎
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
２
 

◎
都
市
計
画
法
 

と
政
策
 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
 

地
図
と

G
I
S
 

◎
国
土
・
地
域
 

概
論
 

公
共
空
間
デ
ザ
イ
ン
及
演
習
 

計
画
の
可
視
化
 

◎
都
市
調
査
解
析
 

交
通
計
画
 

 
都
市
・
地
域
 

政
策
 

測
量
学
演
習
 

都
市
デ
ザ
イ
ン
 

◎
卒
業
研
究
２
 

◎
卒
業
研
究
１
 

第 

三 

部

都

市

環

境

デ

ザ

イ

ン

工

学

科
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  [[
施施
設設

デデ
ザザ
イイ

ンン
系系

のの
専専
門門

科科
目目

のの
流流
れれ

]]
  

  
◎
：

必
修

科
目

（
卒
業

要
件
を
満

た
す

た
め

に
は
３

つ
の
系
の

全
て

の
必

修
科
目

を
修
得
す

る
こ

と
が

必
要
で

す
）
  

  

 
１

年
 

２
年

 
３

年
 

４
年

 

 
前
期
前
半
 

前
期
後
半

 
後
期
前
半
 

後
期
後
半

 
前
期
前
半
 

前
期
後
半

 
後
期
前
半
 

後
期
後
半

 
前
期
前
半
 

前
期
後
半

 
後
期
前
半
 

後
期
後
半

 
前
期
前
半
 

前
期
後
半

 
後
期
前
半
 

後
期
後
半

 

施
 

設
 

デ
 

ザ
 

イ
 

ン
 

系
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

検
査

技
術
 

橋
の

デ
ザ

イ
ン
 

◎
工

学
実

験
１
 

構
造

力
学

２
 

ア
セ

ッ
ト
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

◎
鋼

構
造

デ
ザ

イ
ン
 

◎
構

造
力

学
１

及
演

習
 

◎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

学
 

建
設

材
料

学
 

基
礎

 

Ｐ
Ｃ

構
造
 

デ
ザ

イ
ン
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト
 

技
術

 

有
限

要
素

法
 

基
礎

 
◎

卒
業

研
究

１
 

◎
卒

業
研

究
２
 

◎
ゼ

ミ
ナ

ー
ル
 

◎
鋼

構
造

デ
ザ

イ
ン

実
習
 

◎
Ｒ

Ｃ
構

造
デ

ザ
イ

ン
実

習
 

耐
震

工
学
 

◎
Ｒ

Ｃ
構

造
デ

ザ
イ

ン
 

メ
ン

テ
ナ

ン
ス
 

工
学
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
 

各
科
目
が
属
す
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
〇

を
付
記
し
て
い
ま
す
。

 
  

1
英
語
１

○
○

1
英
語
２

○
○

1
英
語
３

○
○

1
英
語
４

○
○

1〜
4
英
語
１
（
補
講
）

○
○

1〜
4
英
語
２
（
補
講
）

○
○

1〜
4
英
語
３
（
補
講
）

○
○

1〜
4
英
語
４
（
補
講
）

○
○

1〜
4
財
務
会
計

○
○

○

1〜
4
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ

○
○

○

1〜
4
国
際
社
会
論

○
○

○

1〜
4
エ
コノ
ミク
ス

○
○

○

1〜
4
法
学
（
⽇
本
国
憲
法
）

○
○

○

1〜
4
法
と現

代
社
会

○
○

○

1〜
4
知
的
財
産
権

○
○

○

2〜
4
技
術
者
倫
理

○
○

1〜
4
開
発
と国

際
協
⼒

○
○

○

1〜
4
⽂
化
と⽂

明
○

○
○

1〜
4
認
知
科
学

○
○

○

1〜
4
イタ
リア
語
・イ
タリ
ア
⽂
化

○
○

1〜
4
中
国
語
・中
国
⽂
化

○
○

1〜
4
環
境
とエ
ネ
ル
ギ
ー

○
○

○

1
数
学
１

○

1
数
理
演
習
１

○

1
数
学
２

○

1
数
理
演
習
２

○

1
物
理
１

○

1
物
理
演
習

○

1
物
理
２

○

1
バ
イオ
エ
ンジ
ニア
リン
グ

○

1
ケ
ミカ
ル
エ
ンジ
ニア
リン
グ

○

1
⼯
業
⼒
学
及
演
習

○

1
図
学
及
演
習

○

1
ジ
オ
ロジ
カル
エ
ンジ
ニア
リン
グ

○

1
プ
ログ
ラミ
ング
及
演
習

○

2
確
率
・統
計

○

2
数
値
計
算
法

○

保
健
体
育

1・
2

ス
ポ
ー
ツ総

合
演
習

○
○

○

1〜
4
⽇
本
語
１

○
○

1〜
4
⽇
本
語
２

○
○

1〜
4
⽇
本
語
３

○
○

1〜
4
⽇
本
語
４

○
○

1〜
4
⽇
本
⽂
化
論

○
○

○

1〜
4
⽇
本
の
⼯
業
技
術

○
○

○

1〜
4
⼀
般
数
学

○

外 国 語 科 ⽬

基 盤 科 ⽬

経 営 系 法 律 系 ⼈ ⽂ 系 ⼯ 学 系 留 学 ⽣ 科 ⽬

区
分

学
年

科
⽬
名

デ
ィプ
ロマ
ポ
リシ
ー
　　
学
位
授
与
の
⽅
針
に
つ
い
て
の
⽬
的
や
⽬
標

DP
1.
地
球
的
視
点
の
下
で
地
域
の
歴
史
・

⽂
化
を
重
ん
じな
が
ら，

持
続
可
能
社
会
に

必
要
な
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と維

持
管
理

を
担
うこ
とが
で
き
る

DP
2.
科
学
技
術
の
光
と影

を
的
確
に
⾒
極

め
，
⼈
類
の
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
の
公
益

に
資
す
る
技
術
を
社
会
へ
提
供
で
き
る

DP
3.
技
術
者
とし
て
の
公
平
性
・誠
実
性
・

不
偏
的
態
度
を
備
え
，
継
続
的
に
⾃
⼰
を
研

鑽
す
る
とと
も
に
，
後
進
の
⼈
材
を
教
育
・育

成
す
る
こと
が
で
き
る

DP
4.
技
術
者
とし
て
の
使
命
を
果
た
す
上
で

必
要
な
⽂
理
に
わ
た
る
教
養
と専

⾨
知
識
を

備
え
，
それ

らを
活
⽤
・応
⽤
す
る
こと
に
よ
り

様
々
な
制
約
条
件
下
で
困
難
な
課
題
を
解

決
す
る
こと
が
で
き
る

DP
5.
地
域
・国
際
社
会
との
対
話
・協
調
・

協
働
に
必
要
な
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
⼒
を
有

し，
技
術
者
とし
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

とが
で
き
る

第 

三 

部

都

市

環

境

デ

ザ

イ

ン

工

学

科
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1
デ

ザ
イン

⽂
化

論
○

○
○

○

2
建

築
と⽂

化
○

○
○

○

2
サ

ス
テ

イナ
ブ

ル
デ

ザ
イン

○
○

○
○

3
英

語
表

現
技

術
○

○

2
都

市
デ

ザ
イン

○

2
ア

ー
バ

ニズ
ム

○
○

○
○

2
⾵

⼟
と建

築
○

○
○

○

2
デ

ザ
イン

史
○

○
○

○

2
福

祉
⼯

学
○

○
○

○

2
地

図
とＧ

Ｉ
Ｓ

○

2
ラン

ドス
ケ

ー
プ

デ
ザ

イン
○

○
○

○

2
都

市
・地

域
政

策
○

2
環

境
⼯

学
○

2
テ

クニ
カル

ライ
テ

ィン
グ

○
○

2
数

理
統

計
学

○

3
タウ

ンマ
ネ

ジ
メン

ト
○

○
○

○

2
マ

テ
リア

ル
サ

イエ
ンス

○
○

○
○

3
公

共
空

間
デ

ザ
イン

及
演

習
○

○
○

○

3
品

質
マ

ネ
ジ

メン
ト

○
○

○
○

2
De

si
gn

 B
as

ic
s 

in
 E

ng
lis

h
○

○
1

導
⼊

ゼ
ミナ

ー
ル

（
都

市
）

○
○

○
○

1
デ

ザ
イン

ス
タジ

オ
１

（
都

市
）

○

1
国

⼟
・地

域
概

論
○

2
測

量
学

○

2
測

量
実

習
○

2
測

量
学

演
習

○

2
都

市
計

画
法

と政
策

○

2
建

設
材

料
学

基
礎

○

2
構

造
⼒

学
１

及
演

習
○

2
コン

クリ
ー

ト⼯
学

○

2
構

造
⼒

学
２

○

2
鋼

構
造

デ
ザ

イン
○

2
RＣ

構
造

デ
ザ

イン
○

2
橋

の
デ

ザ
イン

○

2
コン

クリ
ー

ト技
術

○

2
PＣ

構
造

デ
ザ

イン
○

2
河

川
環

境
⼯

学
○

2
地

盤
⼒

学
及

演
習

○

2
⽔

⽂
気

象
学

○

2
地

盤
と環

境
１

○

2
⽔

理
学

１
及

演
習

○

2
⼯

業
英

語
○

○

専 ⾨ 科 ⽬

学 部 科 ⽬ 学 科 基 礎 科 ⽬

区
分

学
年

科
⽬

名

デ
ィプ

ロマ
ポ

リシ
ー

　　
学

位
授

与
の

⽅
針

に
つ

い
て

の
⽬

的
や

⽬
標

DP
1.

地
球

的
視

点
の

下
で

地
域

の
歴

史
・

⽂
化

を
重

ん
じな

が
ら，

持
続

可
能

社
会

に
必

要
な

基
盤

シ
ス

テ
ム

の
整

備
と維

持
管

理
を

担
うこ

とが
で

き
る

DP
2.

科
学

技
術

の
光

と影
を

的
確

に
⾒

極
め

，
⼈

類
の

幸
福

を
実

現
す

る
た

め
の

公
益

に
資

す
る

技
術

を
社

会
へ

提
供

で
き

る

DP
3.

技
術

者
とし

て
の

公
平

性
・誠

実
性

・
不

偏
的

態
度

を
備

え
，

継
続

的
に

⾃
⼰

を
研

鑽
す

る
とと

も
に

，
後

進
の

⼈
材

を
教

育
・育

成
す

る
こと

が
で

き
る

DP
4.

技
術

者
とし

て
の

使
命

を
果

た
す

上
で

必
要

な
⽂

理
に

わ
た

る
教

養
と専

⾨
知

識
を

備
え

，
それ

らを
活

⽤
・応

⽤
す

る
こと

に
よ

り
様

々
な

制
約

条
件

下
で

困
難

な
課

題
を

解
決

す
る

こと
が

で
き

る

DP
5.

地
域

・国
際

社
会

との
対

話
・協

調
・

協
働

に
必

要
な

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

能
⼒

を
有

し，
技

術
者

とし
て

の
説

明
責

任
を

果
た

す
こ

とが
で

き
る
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3
デ
ザ
イン
ス
タジ
オ
２
（
都
市
）

○

3
都
市
調
査
解
析

○

3
交
通
計
画

○

3
街
づ
くり

○

3
上
下
⽔
道
シ
ス
テ
ム

○

3
建
築
設
計
基
礎

○

3
計
画
の
可
視
化

○

3
建
築
法
規
（
都
市
）

○

3
⼯
学
実
験
１

○
○

○

3
鋼
構
造
デ
ザ
イン
実
習

○
○

○

3
RＣ

構
造
デ
ザ
イン
実
習

○
○

○

3
有
限
要
素
法
基
礎

○

3
ア
セ
ット
マ
ネ
ジ
メン
ト

○

3
検
査
技
術

○

3
プ
ロジ
ェク
トマ
ネ
ジ
メン
ト（

都
市
）

○

3
⽔
理
学
２

○

3
流
域
⽔
⽂
学

○

3
地
盤
と環

境
２

○

3
⽔
資
源
⼯
学

○

3
⼯
学
実
験
２

○
○

○

3
環
境
法
規

○

3
⽔
圏
環
境
学

○

3
環
境
ア
セ
ス
メン
ト

○

3
海
洋
環
境
⼯
学

○

3
⼯
業
英
語
実
習

○
○

3
総
合
演
習

○
○

3
ゼ
ミナ
ー
ル

○
○

○
○

3
イン
ター
ンシ
ップ
（
都
市
）

○
○

3
耐
震
⼯
学

○

3
メン
テ
ナ
ンス
⼯
学

○
4

卒
業
研
究
1（

都
市
）

○
○

○
4

卒
業
研
究
2（

都
市
）

○
○

○

デ
ィプ
ロマ
ポ
リシ
ー
　　
学
位
授
与
の
⽅
針
に
つ
い
て
の
⽬
的
や
⽬
標

DP
1.
地
球
的
視
点
の
下
で
地
域
の
歴
史
・

⽂
化
を
重
ん
じな
が
ら，

持
続
可
能
社
会
に

必
要
な
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と維

持
管
理

を
担
うこ
とが
で
き
る

DP
2.
科
学
技
術
の
光
と影

を
的
確
に
⾒
極

め
，
⼈
類
の
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
の
公
益

に
資
す
る
技
術
を
社
会
へ
提
供
で
き
る

DP
3.
技
術
者
とし
て
の
公
平
性
・誠
実
性
・

不
偏
的
態
度
を
備
え
，
継
続
的
に
⾃
⼰
を
研

鑽
す
る
とと
も
に
，
後
進
の
⼈
材
を
教
育
・育

成
す
る
こと
が
で
き
る

DP
4.
技
術
者
とし
て
の
使
命
を
果
た
す
上
で

必
要
な
⽂
理
に
わ
た
る
教
養
と専

⾨
知
識
を

備
え
，
それ

らを
活
⽤
・応
⽤
す
る
こと
に
よ
り

様
々
な
制
約
条
件
下
で
困
難
な
課
題
を
解

決
す
る
こと
が
で
き
る

DP
5.
地
域
・国
際
社
会
との
対
話
・協
調
・

協
働
に
必
要
な
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
⼒
を
有

し，
技
術
者
とし
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

とが
で
き
る

専 ⾨ 科 ⽬

学 科 科 ⽬

区
分

学
年

科
⽬
名

第 

三 

部

都

市

環

境

デ

ザ

イ

ン

工

学

科


